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４ 論文の概要 
描画による心理検査のひとつに，統合型HTP法（Synthetic House-Tree-Person test；以下，
S-HTP）がある。S-HTPは，もともとは「家」「木」「人」をそれぞれ別描きする HTP法
（House-Tree-Person technique）から派生し，わが国で独自の発展を遂げ，現在，わが国の
心理臨床場面では相当の頻度で使用されている描画アセスメント法である。しかしながら，国
内外の先行研究をつぶさに検討してみると，この技法の分析・解釈に関する基礎研究，および
その臨床場面への応用研究が不足していることが明らかとなった。これを踏まえ，本論文は，
（１）描画表現における「統合性」の判定，（２）「人」の簡略化表現の包含する意味，（３）彩
色の効果，（４）複数枚実施法の効果，（５）フィードバックによる心理学的援助，の５点を検
討することを目的とした。 
まず本論文全体の構成を俯瞰する。本論文は全六部 19章から成る。第Ⅰ部には第 1章から
第 4章までが含まれ，ここでは先行研究の概観と課題の整理，そしてリサーチ・クエスチョン
の明確化が行われる。第Ⅱ部には第 5章と第 6章が含まれ，S-HTPにおける「統合性」判定，
および「人」表現の簡略化に関わる実証的な研究が行われている。第Ⅲ部（第 7～11章）では，
彩色と複数枚実施法という新たな技法の導入が提案される。ここまでが主に量的な方法に基づ
いて S-HTPの分析法・解釈法を検討した部分であり，言わば基礎研究に相当する。そして，
これ以降は，その治療的な側面に目を向けた応用研究が展開される。まず，第Ⅳ部（第 12～14
章）では，S-HTPのフィードバックを臨床心理学的援助に応用した際の効果について質的研究
法によって検討される。続く第Ⅴ部（第 15～17章）では，S-HTPのフィードバックを応用し
た臨床事例が報告され，その治療的意義が議論される。最後の第Ⅵ部（第 18～19章）が総合
考察であり，本論文を総括し，その意義と限界，そして今後の課題などが論じられる。以下に
各章の概要を述べる。 
第 1章では描画研究の歴史を振り返り，査定描画法が発展してきた経緯が概観されている。
第 2・3・4章では特に S-HTPに焦点を絞り，従来の研究が紹介されるとともに，その課題が
整理される。そして，これに基づき，本論文の目的と意義が示される。 
第 5章では S-HTPの分析においてもっとも困難とされる「統合性」の判定が取り上げられ，
その困難さをもたらす要因について実験的な手法によって検討された。結果として，判定を困
難にする要因として，（１）地面線の影響，（２）課題間の距離と運動反応の影響，（３）「遠近
感」の判定のズレ，（４）時代性の影響，といった点が見いだされた。これに基づき，統合性の
判定に際しての留意点が議論された。 
第 6章では，「人」の簡略化の意味について，簡略化した群と簡略化しなかった群との量的
な比較から検討された。その結果，（１）両群の間にパーソナリティの大きな差は認められない，
（２）「人」の簡略化を行える描き手は柔軟なパーソナリティを備えている可能性がある，（３）
現代青年の適応行動が人物像の簡略化として表現されている可能性がある，などの点が明らか
となった。 
第 7章では，描画法における彩色の可能性についての文献展望が行われている。ここでは，
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まず Locke, J. の一次性質・二次性質の概念や Steiner, R. の色彩論などに基づき，描画におけ
る彩色の性質が論じられた。さらに，彩色における“描き手と実施者の関係性”や，描き手と
実施者それぞれがたどる過程とその間主観性の影響が考察された。 
第 8章では，S-HTPの２枚法（続けざまに S-HTPを２回実施する方法）を適用した事例を
通し，その臨床的な意味が検討された。ここでは，２枚に通底する「ストーリー」の存在が突
き止められるとともに，描き手の内的プロセスが明らかとなった。さらに，２枚実施法におい
ては，ナラティブ・セラピーと同等の治療的プロセスを経ている可能性があることが示唆され
た。 
第 9章では，S-HTPにおける無彩色法と彩色法の表現の差異，およびそれぞれの体験過程の
差異が，量的に検討された。結果として，無彩色版は「査定面」での使用に，無彩色版は「治
療面」での使用により適していることが明らかとなった。 
第 10章では，無彩色版と彩色版の連続施行する際の解釈のあり方について，８名の協力者
のロールシャッハ・テスト結果やフィードバック時でのやり取りを材料に，探索的に仮説生成
が試みられた。 
つづく第 11章では，第 10章で得られた仮説の妥当性が量的な側面から検討された。ここで
は，（１）２枚目に彩色版を実施すると，描き手の防衛的態度が取れ，２枚目（彩色）の方に描
き手の本来的な特徴が表れやすいこと，（２）２枚目に無彩色版を実施すると，２枚目（無彩色）
の方に描き手の神経症的側面（あるいは健康的側面）が表れやすいこと，といった仮説があら
ためて示された。 
これ以降の章では，S-HTPの治療的な側面に焦点が当てられる。 
まず，第 12・13章では，S-HTPのフィードバックを実施した際の描き手に生じる内的プロ
セスについて，９名の調査協力者のフィードバック面接，その後のフォローアップ面接でのや
り取りを材料に，質的研究法によって分析された。そして，フィードバックにおけるストーリ
ーラインとカテゴリー関連図が作成された。 
この結果を基にして，第 14章では S-HTPのフィードバックを効果的に行うための要諦が示
された。フィードバック時における実施者側が留意すべきこととして，（１）描き手の語りやス
トーリーを用いること，（２）描き手の語りを促すよう工夫すること，（３）多角的視点を有す
ること，（４）協働的視点を重視すること，（５）描き手の感じたことを重視すること，（６）解
釈の根拠を描き手と実施者が共有すること，（７）支持的な雰囲気を作ること，という７点が強
調された。 
第 15章から第 17章までは，S-HTPのフィードバックを実際に行った事例研究である。３
つの事例に基づき，S-HTPの治療的意味が考察された。第 15章では，「消えたい願望」を訴え
た 19歳女性に対する S-HTPのフィードバックおよびフォローアップの事例，第 16章では精
神科に医療保護入院した統合失調症疑いの 19歳女性に対する無彩色‐彩色による２枚法の実
施とフィードバックの事例，さらに第 17章では，摂食障害の 30代女性に対する S-HTPの応
用事例が取り上げられている。いずれも，S-HTPのフィードバックが，描き手の問題の整理や
改善に役立つものであることが報告された。これは，S-HTPという技法が治療的に機能するこ
とを示唆している。 
第 18章および第 19章は本論文全体を総括し，その課題が整理されるとともに，今後の展望
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が示される。ここでは，適切に分析・解釈された S-HTPは，有効なアセスメント手段となる
ばかりでなく，治療的な意味をもつことが改めて強調される。さらに，本研究で得られた知見
を様々な臨床場面に一般化しうるかを検証すべく，今後は事例研究等の積み重ねが肝要である
と締めくくられる。 
 
５ 論文の特質 
本論文の特質は以下のようにまとめることができる。 
（１）論文全体の構成を俯瞰してみると，量的研究，質的研究，事例研究という多様な研究ア
プローチがバランスよく含まれており，S-HTPの分析・解釈方略に関する基礎研究に始
まり，その臨床場面への応用研究までを包含した，S-HTPの総合的な研究となっている
こと。 
（２）S-HTPの分析において，もっとも困難とされ，客観性を保つことが難しいとされてきた
「統合性の判定」に関して，分析を困難にさせる要因を特定し，分析の信頼性を高める
ための方策を提案したこと。加えて，従来の研究が不健康な指標としてきた「人」の簡
略化表現（例えばスティック・フィギュア）には，健康で肯定的な意味が含まれている
ことを実証的に突き止めたこと。 
（３）時系列による S-HTPの表現の変化をみる「２枚実施法」，色彩による表現を導入した「彩
色法」，さらには従来の無彩色描画と彩色法とを組み合わせた「無彩色‐彩色バッテリー
法」など，従来の S-HTP にはなかった新たな方法を提案し，その臨床的意義を検討し
たこと。 
（４）S-HTPをアセスメント法だけに留めずに，臨床心理学的援助の一技法として積極的に応
用したこと。さらに，その際の効果を質的研究ならびに複数の臨床事例に適用した事例
研究から実証的に検討したこと。 
 
６ 論文の評価 
前節にも示したとおり，論文全体の構成に着目すると，その中には量的研究，質的研究，事
例研究といった様々な研究アプローチが含まれている。一つの方法論だけに拘るのではなく，
多様な研究アプローチを駆使したことが本論文に広がりと奥行きを与えている。この柔軟な研
究スタイルが，S-HTPの分析・解釈における基礎的な方略から，それを援助の一環として応用
した際の効果に至るまで，幅広くかつ奥深く検討することを可能にした。これは高い評価に値
するものである。 
本論文の貢献を個々に論じる。まず，S-HTP 表現の評価に際して，「統合性の判定」の信頼
性を高める方策を提言したことを取り上げる。判定の信頼性を高めることは，アセスメント法
としての地位を確固たるものにするためには避けては通れない道である。その意味で，本論文
は，アセスメント法としての S-HTP の発展に大きく寄与している。次に「人」の簡略化表現
に健康で適応的な意味を見出したことに注目したい。それは，従来の研究がまったく指摘して
こなかったことである。しかしながら，簡略化表現の意味の探究は現代の描画表現を適切に理
解するためには欠かせない試みといえよう。さらに，「２枚実施法」，「無彩色－彩色バッテリー
法」の提案にも大きな意味がある。というのも，これはアセスメント法としての S-HTP の用
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途をさらに広げるのに資する提案といえるからである。これらに加えて，本論文の数々の試み
の中でも特に白眉といえるのが，臨床心理学的援助の一環として，S-HTPを積極的に応用した
点である。もちろん，ただ応用したということが評価に値するのではない。S-HTPのフィード
バックが一定の効果を持つことを，インタビュー調査の分析のみならず事例研究を通して実証
したことが，援助技法としての S-HTP を確立するうえで，きわめて意義深い貢献であると言
えよう。 
一方，新たな方法として提案された「２枚実施法」（無彩色法による S-HTPを２回連続施行
する方法）については，そのアセスメント面の意義や治療面の効果が，臨床事例などを通して，
必ずしも十分に検証されているわけではない。それはやや不満の残る点であった。とは言って
も，このことが本論文全体の価値を低めるものではない。少なくとも，S-HTPとして一般に浸
透している原法については，その分析・解釈法の精緻化が実証的になされ，臨床事例への応用
の効果についても妥当な検討がなされていると判断できるからである。本論文が積み残した課
題，すなわち新たに提案された「２枚実施法」の効果の検討は，今後さらに臨床場面でのデー
タを積み重ねて，地道に進めていくことを期待したい。 
 
７ 論文の判定 
本学位請求論文は，文学研究科において必要な研究指導を受けたうえで提出されたものであ
り，本学学位規程の手続きに従い，審査委員全員による所定の審査及び最終試験に合格したの
で，博士（人間学）の学位を授与するに値するものと判定する。 
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